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（議長） 

日程第１５、議案第８号、江差町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する

条例についてを議題と致します。 

提案理由の説明を求めます。 

 

（議長） 

町長。 

 

「町長」（提案説明） 

議案第８号、江差町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について

でございます。災害弔慰金の支給等に関する法律及び災害弔慰金の支給等に関する法

律、施行令の一部改正に伴い、江差町災害弔慰金の支給等に関する条例を改正するもの

でございます。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、ご審議の上、議決頂き

ますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

（議長） 

はい、町民福祉課長。 

 

「町民福祉課長」（補足説明） 

 議案第８号について、補足説明をさせて頂きます。 

 議案書につきましては、４３頁、４４頁、定例会資料につきましては、３１頁の新旧

対照表となってございます。今回の主な改正につきましては、償還に関する事項となっ

てございます。１つ目に、災害や疾病などのやむを得ないと認める事情がある場合に、

償還金の支払い猶予を規定したことにございます。２つ目に、これまで規定されていた

償還免除に加え、支払猶予する場合、必要に応じて、償還金の貸付けを受けているもの

から、報告を求めることや、官公所に対して、文書や資料の提供を求めることが出来る

こととされた内容となってございます。以上で、説明を終わらせて頂きます。 

 

（議長） 

 以上で、提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑希望ありませんか。 

 

（「なし」の声） 

 

（議長） 
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 質疑希望ありませんので、質疑を終結致します。 

 お諮りします。 

本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

 

（「異議なし」の声） 

 

（議長） 

異議なしと認め、直ちに採決致します。 

議案第８号、江差町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例につい

て、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

 

（議長） 

挙手全員であります。 

よって、議案第８号については、原案の通り可決されました。 

 

（議長） 

日程第１６、議案第９号、令和元年度江差町一般会計補正予算（第７号）についてを

議題と致します。 

提案理由の説明を求めます。 

 

「町長」 

議長。 

 

（議長） 

町長。 

 

「町長」（提案説明） 

議案第９号、令和元年度江差町一般会計補正予算（第７号）についてでございます。

今回の補正の内容につきましては、生活交通バス路線維持費等補助など、２５事業に係

る経費の補正をお願いするものでございまして、歳入歳出予算の総額から、それぞれ６,

８８１万３千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５９億８,５８４万７

千円とするものでございます。併せまして、債務負担行為の補正、地方債の補正をお願

いするものでございます。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、ご審議の上、議決頂き

ますよう、宜しくお願い申し上げます。 



91 

 

 

（議長） 

はい。財政課長。 

 

「財政課長」（補足説明） 

 それでは、議案書４６頁、４７頁をお開き願いたいと思います。補正予算構成表でご

説明申し上げます。 

 最初に、減額補正について説明させて頂きますが、事業が終了したもの、あるいは今

後の執行見込み等々を勘案して減額したもの以外の主な事業について、を説明させて頂

きますので、ご了承願いたいと思います。 

 まず、後期高齢者医療広域連合負担金（市町村療養給付費負担金）でございます。平

成３０年度負担金の実績に伴う清算による減額分を、令和元年度負担金において、調整

することとなったため、令和元年度分の負担金を減額するものでございます。補正額

は、５０６万３千円を減額するもので、同額一般財源を減額するものでございます。 

 続きまして、４つ跳びまして、水産業費でございます。アワビ栽培漁業推進でござい

ます。今年度は、種苗の生育が悪く、１０月以降の放流になる旨、北海道栽培漁業振興

公社から連絡がございましたが、これからの時期は時化ることが多いこと。また、水温

が低く、生存率が低くなることなどから、今年度の放流を見送ったものでございます。

事業費を２３２万５千円減額し、ふるさと応援基金繰入金を２３０万、一般財源を２万

５千円減額するものでございます。 

 次に、産業資金貸付でございます。借入申し込み額の減によるもので、具体的には、

檜山造船公社が当初見込み、４００万から３００万になったものでございます。事業費

を１００万円減額し、貸付金元利収入を同額減額するものでございます。 

 続きまして、町道南が丘団地２２号通り及び町道砂川４号通り道路改良工事でござい

ます。社会資本整備総合交付金の内示額の減額に伴い、事業費を調整するもので、予算

額を７５０万円減額し、国庫支出金を４６２万円、その他財源としてＪＲ基金を２８８

万円減額するものでございます。 

 次に、橋梁長寿命化補修対策でございます。こちらの方も同様に社会資本整備等総合

交付金の内示額の減額に伴い事業費を調整するもので、予算額を１,５００万円減額し、

国庫９２４万円、地方債を５２０万、同じくＪＲ基金からの繰入金を５６万円減額する

ものでございます。 

 次に、公共下水道事業特別会計繰出しでございます。下水道会計での公債費の執行見

込みの減額に伴う一般会計からの繰出し金の減額でございまして、３２万円を減額し、

同額一般財源を減額するものでございます。 

 それから、４つ跳びまして、一番最後でございます。公債費（元金利子）でございま

す。平成３０年度の起債の借入額の確定と、利率見直しに伴いまして、支払元金が２６
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万７千円増額となったものの、支払利息が２０４万２千円減額となり、総体として減額

となったもので、１７７万５千円を減額し、一般財源を同額減額するものでございま

す。 

 次の頁となります。４７頁でございます。職員人件費関係でございます。先程、条例

改正の提案におきまして、説明ございましたが、人事院勧告に基づく給与等の改訂、そ

れから人事異動などに伴う職員人件費、それらの補正でございます。職員人件費等につ

きましては、一般会計に係る職員分として、議会費から教育費までの総計で３,９８５万

３千円を減額するものでございます。財源内訳と致しましては、全額一般財源の減額と

なります。以下同様の理由から特別会計の繰出し金を補正するものでございまして、国

民健康保険費特別会計繰出し金では、５２万８千円の増額、介護保険特別会計繰出し金

では、３０５万１千円の増額。公共下水道事業特別会計繰出し金で、４万５千円の増額

補正をするもので、それぞれ特別会計繰出し金においては、一般財源を同額増額するも

のでございます。職員人件費合計では、３,６２２万９千円の減額となるものでございま

す。 

 次に、生活交通バス路線維持費補助でございます。函館バスへのバス路線維持費の補

助でございまして、地域間幹線経統の檜山海岸線や、広域生活路線の八雲熊石線などに

対して補助するものでございます。補正額は１,５８２万７千円、全額一般財源となりま

す。 

 次に、過年度還付（平成３０年度子供子育て支援交付金返還）でございます。交付金

の確定に伴い、国庫支出金を返還するものでございまして、補正額は５６万７千円、全

額一般財源でございます。 

 次に、マイナンバーカード普及促進でございます。国の方から要請があり、策定しま

したマイナンバーカード交付円滑化計画に基づき、普及促進を進める上で、必要なタブ

レット端末等の備品や、郵便料、職員時間外手得当てなどの経費の補正をするものでご

ざいまして、補正額は４１万３千円、国庫支出金が１２万４千円で、残２８万９千円が

一般財源となるものでございます。 

 続きまして、監査委員事務でございます。８月に議会選出の監査委員が変わられまし

たが、条例の規定により、前任の委員と現任の委員にそれぞれ８月１か月分の報酬が支

給されることになることから、補正をするものでございます。補正額は２万１千円、全

額一般財源となるものでございます。 

 次に、幼児教育保育無償化事業でございます。本年１０月から３歳から５歳までの幼

児教育保育の費用が、無償化されたことに伴い、道立江差病院内にある認可外保育施設

に対し、無償化の施設利用料等を支給するものでございます。補正額は４８万６千円、

国庫支出金が２４万３千円、道支出金が１２万１千円、残り１２万２千円が一般財源と

なるものでございます。 

 次に、江差産ニシン活用促進対策事業でございます。資料の方は、定例会資料３２頁
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をお開き願いたいと思います。昨年、一昨年も補正をお願いしてございますが、ニシン

を年間を通して活用するために冷凍保管する、その保管に係る保管料及び手数料につい

て、江差観光まちづくり協議会に補助するものでございまして、補正額は５０万円全額

一般財源となるものでございます。 

補正額合計では、６,８８１万３千円の減額、国庫支出金が２,０１７万８千円、道支

出金が２９９万４千円、地方債が５２０万、その他特定財源が８５４万円で、一般財源

３,１０９万１千が減額となるものでございます。 

 続きまして、５０頁をお開き願いたいと思います。第２表、債務負担行為の補正でご

ざいます。役場庁舎警備委託、役場庁舎清掃委託、在宅型総合福祉施設清掃委託につき

ましては、例年お願いしてございますが、新年度に直ちに事業を実施する必要があるも

のにつきまして、予算の執行が可能となる４月１日より前に入札や契約等の手続きをす

るため、債務負担行為の議決をお願いするもので、入札などで特に慎重を要する事業に

つきまして、今回債務負担行為の補正をお願いするものでございます。 

 次に、文化会館海側屋上防水改修でございます。資料の方でございますが、定例会資

料の№４になりますので、お開き願いたいと思います。文化会館の屋上の防水アスファ

ルトの劣化が進みまして、大ホールなどに雨漏りがしている状況でございまして、設備

や機器等の故障の恐れもあることから、改修をすることとしたものでございます。新年

度開始前から取り進めることとしたい事から、債務負担行為をお願いするものでござい

ます。債務負担行為、それぞれの債務負担行為の期間、限度額は記載されている通りと

なりますので、割愛さして頂きます。 

 次に、５２頁となります。第３表、地方債補正でございます。先程、補正でも説明致

しましたが、橋梁長寿命化補修対策に係る起債額の変更でございまして、起債の限度額

を３,３８０万から２,８６０万にするものでございます。その他、起債の方法、利率、

償還の方法については、記載の通りでございますので、割愛さして頂きます。 

 以上、簡単ではございますが、説明を終わらせて頂きますので、宜しくお願い致しま

す。 

 

（議長） 

 以上で提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑希望ありませんか。 

 

（議長） 

 飯田議員。 

 

「飯田議員」 

 ただ今、補正の説明を頂きました。その中で、企画費の生活交通バス路線維持費等の
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補助でございます。全道的な傾向を見ましてもですね、やっぱり、この地方の搭乗率の

悪い、本当に乗る方の少ない路線につきましては、この管内でございませんけど、他管

内においてですね、その路線の廃止ですとか、そういうような傾向が随分、マスコミ等

の報道である訳です。と、いう事は、乗る方も少ないですけれども、委託を受けている

バス会社も、やっぱり、運転手の確保が難しいという、そういうような経営上の実態も

あります。当管内において、函バスについてはですね、そのような申し入れって言いま

すかね、状況は現時点で、ないのかどうか。１点。 

 それと併せまして、今、我々、議会の方で、江差町総合計画特別委員会を審査してお

ります。一応、関連団体ということで、函バスの方と意見交換をさして頂きました。地

元の所長、そして、本社の方から役員の方も見えた訳でございます。その中で、これま

で、函バスさんの方から、江差営業所の方の建物も相当老朽化して、もう改築年次に来

ている。そして、併せまして、あの土地につきましてもですね、やはり、立地上、やっ

ぱり、好ましくないというそういう様な指摘が前からあった訳でありまして、これまで

場所の選定、営業所の建替えにについて、ちょっと色々協議した経緯かあると思います

けれども、そこで役員の方から、発言では、場所の選定、建物につきましても、町の方

の支援は一切頂かない方向で考えております。そういう様な発言がありました。これ

は、噂に過ぎないかもしれませんけど、一時、あの営業所については、他町にも誘致し

ている町があるという、噂も聞きましたけれども、その辺の動向について、どう町は抑

えてるのか、この２点、お答え頂きたいと思います。 

 

（議長） 

 はい。まちづくり推進課長。 

 

「まちづくり推進課長」 

 飯田議員から、極端に函バスの関係でですね、２点のご質問でございます。まず、バ

スの運転手の不足の関係でございますが、直接的には、お話はきいてございません。た

だ、求人、ハローワークの求人情報、私たまに見るんですが、相変わらず、函館バスさ

んの運転手というのは、募集に載ってますので、そういう部分では、きっと不足してい

るんだろうなっていう、感は否めないところでございます。 

 それと、営業所の老朽化対策の問題でございますが、ＪＲの廃止が１つのきっかけと

なってですね、この営業所の話が色々とありました。この間、函バスさんと色々とやり

取りもやって来ましたが、一時期、江の島構想の関係でですね、函バスさんの営業所を

鴎島の方にっていうお話も、非公式にちょっとお話しをしたんですが、一般乗合旅客法

の審査基準というものがありまして、実は、車庫とターミナルって言ううんですかね、

お客さんが待ってたり、乗務員を配置する方がいる場所が２キロ以上離れるとですね、

これは好ましくないという事なんです。それで、少しその場所にはですね、なかなか移
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転出来ないという事で、この間、色々と場所は、お互いにに模索しましたが、なかなか

良い場所がなかったという事です。函バスさんの方は、最終的には１１月の１８日で

す。私の方に電話で、これまで色々場所も探して来ましたが、まずは、自社で今の自分

の営業所の事を整理したいという申し入れがございましたので、私の方で、これを受け

て、町長、あるいは副町長の方に、報告させて頂いたというところでございます。 

 以上で、ございます 

 

（議長） 

 いいですか。飯田議員。 

 

「飯田議員」 

 ただ今の課長の答弁で、確かにハローワークを覗けば募集している。私は、それもそ

うですけれども、そういう事を背景にしながら、路線の削減の申し入れなり、そういう

事はなかったんですかっていうそういう質問が１点と。それから、後段の質問について

はですね、これ今までこう、色々函バスさんとやり取りして来て、私やっぱり、江差町

として、やっぱり一番避けなければならないのは、この営業所が、もしかして、土地

が、適当な土地がないために、他町が行く、そういうような恐れがないのかというの

が、一番心配なんですよ。やっぱり、営業所を、今、課長の答弁で、現在地で、自社の

自力でもて、営業所を立替えをする。それで、間違いないのかどうか、もう一回確認さ

せて下さい。 

 

（議長） 

 まちづくり推進課長。 

 

「まちづくり推進課長」 

 まず、６路線の削減の可能性はないかという事ですが、現段階ではございません。そ

ういう話も、私どもの方には来ておりません。 

 ２点目で、ございます。営業所の関係でございますが、他町からの引き合いがないの

かっという事ですが、その辺は私どもの方には、情報、入ってございませんが、今、飯

田議員が言ったとおりですね、これから人口が減って行って、なかなかバスの利用者が

減って行く中でですね、新たな投資っていうのは非常に厳しいんだろうなという感は私

しております。そう言った中で、新たな投資をして、新たな場所にっていうのは、相手

側がある事なので、ちょっと慎重にお話ししますが、その辺を、まず、１０年２０年を

先を見据えてですね、投資っていう事なると、少し厳しいのかなっいう感想を抱いてお

ります。ということは、今の規模の中で、最低限の改修っていうことを目論んでいるの

かなっていうところでございます。これは、確たるものではございませんが、担当者と



96 

 

お話しした限りでは、そういうニュアンスでございました。 

 以上で、ございます。 

 

（議長） 

 はい。他に質疑希望ありませんか。 

 

（「なし」の声） 

 

（議長） 

 質疑希望ありませんので、質疑を終結致します。 

 お諮りします。 

本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

 

（「異議なし」の声） 

 

（議長） 

異議なしと認め、直ちに採決致します。 

議案第９号、令和元年度江差町一般会計補正予算（第７号）について、原案に賛成の

方の挙手を求めます。 

 

（議長） 

挙手全員であります。 

よって、議案第９号については、原案の通り可決されました。 

 

（議長） 

日程第１７、議案第１０号、令和元年度江差町国民健康保険費会計補正予算（第１

号）についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

町長。 

 

「町長」 

 議案第１０号、令和元年度江差町国民健康保険費特別会計補正予算（第１号）につい

てでございます。 

 今回の補正の内容につきましては、人事異動や令和元年人事院勧告に伴う給与及び手

当の改正による人件費の増減にかかる補正予算となっております。 

 具体的内容につきましては、担当課長より説明いたしますので、ご審議のうえ議決頂
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きますようお願い申し上げます。 

 

（議長） 

健康推進課長。 

 

「健康推進課長」（補足説明） 

 国民健康保険費特別会計補正予算について、ご説明致します。議案書７３頁、補正予

算構成表をお開き下さい。人事異動や人事院勧告に伴う給与及び手当の改正による人件

費の補正でございます。補正額は、職員人件費５２万８千円で、財源につきましては、

全額一般会計繰入金でございます。 

 ご審議方、宜しくお願い致します。 

 

（議長） 

 以上で提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑希望ありませんか。 

 

（「なし」の声） 

 

（議長） 

 質疑希望ありませんので、質疑を終結致します。 

 お諮りします。 

本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

 

（「異議なし」の声） 

 

（議長） 

異議なしと認め、直ちに採決致します。 

議案第１０号、令和元年度江差町国民健康保険費特別会計補正予算（第１号）につい

て、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

 

（議長） 

挙手全員であります。 

よって、議案第１０号については、原案の通り可決されました。 

 

（議長） 
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日程第１８、議案第１１号、令和元年度江差町介護保険特別会計補正予算（第２号）

についてを議題と致します。 

提案理由の説明を求めます。 

 

「町長」 

議長。 

 

（議長） 

町長。 

 

「町長」（提案説明） 

 議案第１１号、令和元年度江差町介護保険特別会計補正予算（第２号）についてでご

ざいます。今回の補正の内容につきましては、人事異動や令和元年人事院勧告に伴う給

与及び手当の改正による人件費の増減に係る補正予算となっております。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、ご審議の上、議決頂き

ますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

（議長） 

高齢あんしん課長。 

 

「高齢あんしん課長」（補足説明） 

 それでは、私より、議案第１１号、介護保険特別会計の補正予算につきましてご説明

申し上げます。議案書の８７頁の補正予算構成表をお開き下さい。本特別会計におきま

してお人事異動に伴います職員人件費並びに本年の人事院勧告に基づきます、給与等の

改訂による補正でございまして、補正額は３０５万１千円となります。財源につきまし

ては、全額一般会計からの繰入金でございます。 

 以上、説明終わります。宜しくお願い致します。 

 

（議長） 

 以上で提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑希望ありませんか。 

 

（「なし」の声） 

 

（議長） 

 質疑希望ありませんので、質疑を終結致します。 
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 お諮りします。 

本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

 

（「異議なし」の声） 

 

（議長） 

異議なしと認め、直ちに採決致します。 

議案第１１号、令和元年度江差町介護保険特別会計補正予算（第２号）について、原

案に賛成の方の挙手を求めます。 

 

（議長） 

挙手全員であります。 

よって、議案第１１号については、原案の通り可決されました。 

 

（議長） 

日程第１９、議案第１２号、令和元年度江差町公共下水道事業特別会計補正予算（第

１号）についてを議題と致します。 

提案理由の説明を求めます。 

 

「町長」 

議長。 

 

（議長） 

町長。 

 

「町長」（提案説明） 

議案第１２号、令和元年度江差町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

てでございます。今回の補正の内容につきましては、令和元年人事院勧告に伴う人件費

の増額及び長期借入金償還利子の減額に係る補正予算となっております。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、ご審議の上、議決頂き

ますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

（議長） 

建設水道課長。 
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「建設水道課長」（補足説明） 

 それでは、私の方から、議案第１２号、令和元年度江差町公共下水道事業特別会計補

正予算（第１号）につきまして、ご説明申し上げます。 

 議案書１０１頁の予算構成表をお開き下さい。公共下水道事業特別会計につきまして

も、同様に人事院勧告に基づきます給与等の改訂に係る補正でございまして、職員人件

費４万５千円を増額するものでございます。財源につきましては、全額一般会計からの

繰入金となるものでございます。 

 次に、公課費でございますが、先程、一般会計でも説明がありました通り、起債の借

入額の確定と利率見直しに伴いまして、３２万円が減額となったものでございます。 

 以上が、説明となりますので、宜しくお願い申し上げます。 

 

（議長） 

 以上で提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑希望ありませんか。 

 

（「なし」の声） 

 

（議長） 

 質疑希望ありませんので、質疑を終結致します。 

 お諮りします。 

本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

 

（「異議なし」の声） 

 

（議長） 

異議なしと認め、直ちに採決致します。 

議案第１２号、令和元年度江差町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

て、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

 

（議長） 

挙手全員であります。 

よって、１２号については、原案の通り可決されました。 

 

（議長） 

日程第２０、議案第１３号、令和元年度江差町一般会計補正予算(第８号)についてを
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議題と致します。 

提案理由の説明を求めます。 

 

「町長」 

議長。 

 

（議長） 

町長。 

 

「町長」（提案説明） 

議案第１３号、令和元年度江差町一般会計補正予算(第８号)についてでございます。 

今回の補正の内容につきましては、認定こども園施設整備補助、及び南が丘小学校グ

ラウンド陥没復旧工事に係る経費の補正をお願いするものでございまして、歳入歳出予

算の総額にそれぞれ４,０７９万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ６０億２,６６３万９千円とするものでございます。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、ご審議の上、議決頂き

ますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

（議長） 

はい。財政課長。 

 

「財政課長」（補足説明） 

それでは、議案第１３号でございますが、議案の方は、議案目次その２の３頁となり

ます。それから、資料でございますが、資料の方は定例会資料№３の方で、それぞれ１

頁と５頁になりますので、宜しくお願い致します。 

それでは、説明に入らせて頂きます。最初に認定こども園施設整備補助でございま

す。学校法人函館カトリック学園が、令和２年４月１日に開設を予定している、幼保連

携型こども園の開設のための江差幼稚園改修に対する補助でございます。現在、国庫補

助金の申請をしているところでございますが、国庫補助の交付を受けるに当たっては、

町も併せて、補助対象経費の４分の１を補助する必要があることから、国庫補助金と併

せて、町補助についても補正をお願いするものでございます。補正額は３,０１３万３千

円、国庫支出金が、２,０４９万５千円、一般財源が９６３万８千円となるものでござい

ます。 

続きまして、南が丘小学校グランド陥没復旧工事でございます。資料№３の５頁とな

ります。１０月の初めの頃、南が丘小学校のグラウンドの西側が陥没しているのが発見

され、調査を行ったところ、埋設されている排水管の破損によるものであることが判明
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したため、排水管の布設替等の復旧工事をする経費を補正するものでございます。補正

額は、１,０６５万９千円、全額一般財源でございます。補正額合計では、４,０７９万

２千円で、国庫支出金が、２,０４９万５千円、残２,０２９万７千円が一般財源でござ

いますので、説明は以上となりますので、宜しくお願い致します。 

 

（議長） 

 以上で提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑希望ありませんか。 

 

（議長） 

 小野寺議員。 

 

「小野寺議員」 

 まず、後の方の、小学校の陥没、これもう少しちょっと、図面は出てますけれども、

説明して頂ければなと。若干、心配な、してる方もいらっしゃいますのでねえ、今後

の、対応も含めて、安全策と言いますか、あくまで、復旧工事、この復旧工事の後の部

分も含めて、ちょっと説明して頂ければなというのが１つ。 

それから、前の方の認定こども園なんですが、前回、全員協議会で、若干質疑させて

頂きましたので、あまり、だぶらないと思いますけれども、今日、議会ですので、１点

だけです。前にも言いました、いわいる子育て、えーと、これ子育て支援室でしたっ

け。要は、それまでのちょっと字が小さくて、特別なんか支援教室と教材室、少し、場

所を広げてと言いますか、であります。今後、民間ですけども、道とのやり取りの中

で、江差町もこの施設に関しての色んな意見と言いますか、求められて、江差町として

も、一定の意見も出しながら、今後、民間とは言いますけれども、幼稚園の整備に入り

ます。この地域との関係で、子育て支援の部分が、どのように私、地域と関わり合っ

て、江差町全体の子育て、来年度新たに計画作りますけれども、江差町の中で、これが

どのように連携と言いますか、町との連携と言いますか、地域との連携と言いますか、

お母さん方との関係も含めて、どのような展開を出てくるのか。もしくは、江差町とし

て、何か意見を言う部分があるのか。ちょっと教えて頂きたいなと思います。２点で

す。 

 

（議長） 

 はい。学校教育課長。 

 

「学校教育課長」 

 南が丘町小学校のグラウンドの陥没の件でございます。１０月初旬、南が丘小学校グ
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ラウンドの西側の角地に約直径３メートル、深さ３メートルの陥没が発見されまして、

２回にわたり、函館の亀田清掃の方の排水管のカメラを挿入して、調査を致しました。

それで、今陥没してるとこの、ちょっと手前の方で管がつぶれてるということで、こ

れ、長年、恐らく管が、排水が土中に浸み込んで、年月が経って浸食されて陥没したも

のと思われます。それで、それ以外の場所ですが、センターの方からカメラを入れて調

査した結果ですね、若干のヒビは入ってる所ありますが、至急、整備するような部分は

ないというふうに判断しておりまして、今現在の陥没の時点から、２０メーター位の工

事を予定しております。ただ、土の中ですので、実際掘ってみないとどれくらい傷んで

るか分かりませんので、それも２０メートルか１０メートルになるという可能性もござ

います。 

 以上です。 

 

（議長） 

 はい。町民福祉課長。 

 

「町民福祉課長」 

 ただ今の子育て支援室に関する地域との関わり、そして町との関わりというご質問に

お答えさせて頂きます。これまでも、江差幼稚園におきましては、地域と言いますか、

地域の保護者の方からの育児相談であったり、もしくは、親子で就園前の親子が通園す

るというサービスを行ってございます。大きく、今回、認定こども園に移行するに当た

って、子育て支援に関わる部分が、大きく拡充するというものではございません。これ

までと同様に、ニーズに応じて、地域とのお母さん方との連携を図って行くということ

になってございます。一方で、町との関わりにつきましては、現在、子ども子育て支援

事業計画の第２期の計画に向けて、作業を進めてございます。子育て相談に関しまして

は、単に、町だけが行うということではなく、例えば、私どもの町立保育園でそういっ

た機能を持ってございますけども、保育園のみならず、関係する課でも行ってございま

すし、また、民間においても、同様に、そういった子供に関する相談機能というのを持

ってございますので、これらの機能が連携しながら、次期の子育て支援計画の中で、サ

ービスとしての位置づけが図られて行くものと考えてございます。 

 以上で、ございます。 

 

（議長） 

 いいですね。 

 

「小野寺議員」 

 はい。 
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（議長） 

 小野寺議員。 

 

「小野寺議員」 

 町民課長の方から、分かりました。分かりましたが、確かですね。 

 

（議長） 

 わがったら、いいっしょ。 

 

「小野寺議員」 

 今の質疑でも、私、発言しましたが、道の認可、受ける前提で、町、町の意見求めら

れますよね。この施設については、つまり江差町としても補助金出すんですよ。いや、

これは国の制度設計の中で、になってますけれども、でも、ぎりぎり、ましてや、来年

度からの事業計画も含めれば、江差町として、これはやってもらいたいと、民間で。従

来通りと言う事じゃなくてですね。もちろん、その裏には私は補助金を出す以上、え、

補助金を出すという事も含めて、こういう事もやって頂けないかっていうギリギリの

所、何か意見として出していないんですかね。もう少し、拡充するとかいう事も含め

て。 

 

（議長） 

 町民福祉課長。 

 

「小野寺議員」 

 あ、ちょっと待って。 

 が、１つです。 

 それから、教育課長、ごめんなさい。復旧、あくまでも、復旧工事ですよね、これ

ね。復旧工事ですよね。ですよね、で、ですから、さっき、心配ないと言っても、本当

に、あの、今後のもう少し、全体がどうなっているのっていうのは、何かすごく心配に

なっちゃうんですよね。そこ含めて、もう少し、ちょっと説明頂ければなと思います。 

 以上。 

 

（議長） 

 掘ってみねば、わがんねって、言ったべさ、さっき。 

 

「学校教育課長」 
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 学校教育課長。 

 

（議長） 

 学校教育課長。 

 

「学校教育課長」 

 先程も申し上げました、カメラを入れて調査してます。そのカメラの映像も全部確か

めております。 

 

（議長） 

 この前、説明した。 

 

「学校教育課長」 

 それで、そんなひどいヒビは、入って、若干入っている所もありますが、崩れる様な

ヒビではないという事で判断しておりますので、ご理解願います。 

 

「小野寺議員」 

 だけど、復旧でイコール、もう、少なくても、これに関しては終わり。 

 

「学校教育課長」 

 その時点の、復旧で、大丈夫です。 

 

（議長） 

 はい。町民福祉課長。 

 

「町民福祉課長」 

 今回の、認定こども園に移行するに当たっての町の意見という部分についてお答えさ

せて頂きます。基本的には、私ども、意見としましては、総体的に子どもの数に対し

て、認定こども園の必要性を、必要性があるというふうに回答させて頂いております。

と、言いますのは、現状、０歳児の入所率というのは実質３０％程度。それが、年齢が

上がるに従いまして、ほぼ１００％に近くなって来てございます。また、２年度からの

新たな定員の想定しますと、これまでの、３００代から２３０程度というふうに下がる

訳ですけども、現状、０歳児から５歳児の数を数えますと、約２１０名程度、現時点で

おります。そういう意味からしますと、低年齢の、特に０歳から２歳児の需要が高まっ

てくるであろうと、そこの受け入れが、拡充されるという意味を込めまして、認定こど

も園の必要性を私どもの方は、意見として付させて頂いてございます。 
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 それと、意見として、補助を出す上での拡充という部分なんですけども、実は、新た

に保育園機能を加えるということで、一次保育の機能を持つ事になります。これまで

は、一次保育につきましては、例えば、病気であるだとか、何らかの用事があって今ま

で保育園に入っていなかったご家庭で、一時的に預かるという事が、私ども、町立保育

園で担ってございましたけども、今回、認定保育園に移行するに当たりましては、この

一次保育事業を江差幼稚園においても、その機能を併せ持ついう事になりますので、こ

こについては、拡充というふうになろうかと思います。また、今後の運営の状況を見な

がらですね、その例えば、町との関わり、これまでは補助金、建物に関する補助という

のは一切ございませんでしたので、今回、新たにそういうご縁が出来るという事でので

すね、必要に応じて、先方の認定保育園との協議を持つ場を考えて参りたいと思います

ので、宜しくお願い致します。 

 

（議長） 

 いいですね。 

 はい。他に質疑希望ありませんので。 

 飯田議員。 

 

「飯田議員」 

 認定保育園の関係でございますけれども、施設が改修して、立派になりまして、０歳

児から２歳児まで、あ、２歳児まで。相当増えるわけなんですね。という事は、送迎バ

スも運行しておりますけれども、やっぱり、そういう小さいお子さんの親御さんという

のは、それぞれ皆さん自家用車で送迎する例が多くなると思うんですね。ただ、あそこ

の場合ですね、本当に狭隘、狭い町道を通って送迎したり、バスについてもですね、裏

口からこう入って、そっから園生の子供さん達が園に入って行く。大変こう、交通上危

険な状況もありますんでね、ま、道路改良、ちょっとなかなか、こう予算も多大になり

ますけども、そういう様なものは、幼稚園の方から、こうなんか要望とか協議事項の中

で今までなかったのかどうか。だから、私、これはですね、やっぱり、今後、保育園、

幼稚園機能を備えた、江差唯一の施設でありますから、そういう交通面も含めて、将来

の課題として改良すべきと考えますが、現状においてそういう様な協議はあったのかな

いのか、１点、お答え願いたいと思います。 

 

（議長） 

 はい。町民福祉課長。 

 

「町民福祉課長」 

 送迎バスの運行に関わる道路の拡充に関しましては、現時点におきましては、先方か
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らの要望等はございません。 

 以上で、ございます。 

 

「飯田議員」 

 親御さんの行くパレスさんのどこの通りの道路境界線も含めて。 

 

「町民福祉課長」 

 はい。保護者の方、含めまして、私ども今、町民福祉課の方では、特に承知はしてご

ざいません。 

 

（議長） 

 はい。他に質疑希望ありませんか。 

 

「飯田議員」 

 はい。いいです。 

 

（議長） 

 はい。他に質疑希望ありませんか。 

 

（「なし」の声） 

 

（議長） 

 ありませんので、質疑を終結致します。 

 お諮りします。 

本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

 

（「異議なし」の声） 

 

（議長） 

異議なしと認め、直ちに採決致します。 

議案第１３号、令和元年度江差町一般会計補正予算（第８号）について、原案に賛成

の方の挙手を求めます。 

 

（議長） 

挙手全員であります。 
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よって、議案第１３号については、原案の通り可決されました。 


